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さる 11月6日(士)・ 7日(日)の両日,金沢大学経

法学部に松きまして,第57回経済学史学会が開催され主

した。その際,大会前日の 11月5日(金)には常任幹事

会と幹事会(KKR加賀)が,大会初日には総会が開かれ

ました。主な報告事項と審議事項はつぎのとおりです。

D 8名の新入会員が承認されました。会員総数は821

名となります。(別掲の「会員異動J 参照)

2) 19兜年度決算および1993年度予算が総会に郭い

て承認されました。春の幹事会で承認されました決算と

予算はすでに「学会ニュース1 第2号(1993年7月)で

船知らせし主したので,ここでは省略い大二L主tが,決

算と予算は総会承認事項ですので,改めて総会に郭いて

承認をいただきました。

3) 1994年度第舶回大会は来年の 10月29日(土),

30日(日),武蔵大学で開催され主す。共通論題は,ケネー

生誕300年の記念の年にちなんで,ケネーの経済学と「経

浩表」の今日的意義を問うことを中心のテーヤとします。

菱山泉・平田清明の両会員にその編成と準備をお願いし

立した。

4)第16期学術会議会員の選挙は,来年3月の各学会

からの推薦人の会合・接衝に始り,7月の総理大臣による

発令で完了しますが,経済学史学会としては会員候補に
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伊東光晴氏を推し,その推薦人を田中正司・根岸隆・山

中隆次のみなさんに船願いすることにしました。

5)「学会ニュース」第2号で蜘知らせしました英文

誌検討委員会と大会運営検討委員会から,それぞれ別掲

のような検討結果の報告が寄せられ主した。なお,大会

運営検討委員会報告は問題が多岐にわたりますので,と

りあえずこれを「中間報告」とし,実現に向けて,いま

一段の整理と具体案の作成を郭願いし主した。両委員会

とも,春の幹事会では実行にかかわる委員会を発足させ

て、、ただく予定です。

6)『年報」第32号以降のために,いく0かの規程が

整備され京した。別掲資料を参照。

フ)「大会報告」の論題の英文情報を経済学史学会の

正規活動の一0として,イギリス,フメリカ,オースト

ラリアのそれぞれの経浩学史学会粘よびドイツの社会政

策学会とフラソスのシ十ルル・ジード協会あてに,今後,

定期的に提供して,い0そうの交流をはかる一助主する

ことにしました。みたさんのビ協力を村願いVたします。

8)昨年にひき0づき,学術会議・研連委共催による

第2 回シソ末ヅウム「経済学ι女性」が1994年3月に開

かれます。本学会からの誰師には高橋正立会員に船願い

,'ることにし京した。

Deoember 1993

現行の年報の英文化については,国際的既存誌の存在,

学会機関誌としての意義と制約,日本での研究と日本語

論文の意義,投稿論文の現状,などの観点から無理があ

る。ただし,英語論文,害評などの掲載促進のためのい0

そうの配慮を編集委員会に船願いしたい。主た,英文の

英文誌検討委員会報告

チェ,ク体俗Ⅱこついても整備されたい。

英文の機関誌を別に刊行することは,年刊が無理とす

れぱ,中途半端である。力しろ日本の研究の紹介のため

には,統ーテーヤ,トビヅクでの三年から五年に一度く

らいの割での単行本形式の論文集がよい。
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プジア(日本)などの諸地域への伝播過翌であ0た。イ

タリアとイベり7半島からの報告者が多数であり,ス

さらにはオーリデ ポーラソド オースウェ ト, ,

ストラリフからの報告が,いくつかの新事実を提供し,参

加者の強い興味を引いたが,中国からの報告がなか0た

のが残念であ0た,

日本からは,安藤隆穂(報告),堂目卓生が参加した。

このシソポヅウムの報告集は,来年度出版される予定で

(安慈隆穂)ある。

第20回国際ヒューム学会

"HUME IN HIS SCOTTISH SETTING"と題tる

19飴年度の大会は,18世紀スコ,トラγド学会との共催

のもと連日35度近くなる熱波の中,カナダのオタワ大学

で7月6 E~10日に開かれた。2 もしくは3会場での42

の個別報告と全員が聞く 6 つの Plenary session力:組ま

れていた。これらはヒューム研究の緑とんどすべての領
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域にまたがっているが,蓋然性や因果などの懐疑論を中

心とした認識論をめぐる報告が多Vのは当然として,神,

信仰,悪.とい。た神学、しくは宗教論に関力る報告が

目だつ点には,日本での研究状況との違いを感じた。筆

者はこの学会での報告(スミス)は初めてであり,一月

前立での Paper提出,それに基づくコメソティターの短

いぺーパーを配0てのコメソトなど,学会での議論を実

質化きせようという"主じめな"進め方には感心した。ま

た,のべ 150人近くの参加者は,報告者,司会者, コメ

γティ,ーのどれかであ。て,単なる聴衆はほとんどい

なか0た。

な北,総会で日本のCorrespondentの水田洋氏から坂

本達哉氏への交代が承認された際,日本での大会開催の

可能性が話題にな。てい北ことを付記Lて船きたい。

(有江大介)

編集後記
「学会ニュース」第3号を船とどけします。今回、ビ多

忙のなか,ご執筆・ビ助言いただき主し光,み女さんに

厚く討札を申L上げ京す。

みなさんのご協力で「学会ニュース」、しだいに定着

し始め京Lた。ありが主うビざいます。みなさんにお伝

えすべき「ニュース」の性質上,その発行は学会事務局

で行うことにな0ていま・「カ:,正直にい0て,その負担

は軽くはあり主せん。学会活動の重要な媒体であります

「学会ニュース」の発行のために,みなさんのいっそうの

(津田内匠・西沢保)ご協力をお願いいたしま・r。
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